











ロッパやアジアにおける が、どのように 自然 や 街 とリンクし、デス
ティネーションとしての消費エリアを形成しているかを リンク型 と クローズ
型 の つのモデルに分けて説明し、日本における地方経済の再生やインバウンド
戦略について考える。
第 章ではヨーロッパにおけるリゾート、第 章では、 施設と周辺の自然や街が
リンクしながら全体的なデスティネーションを形成するリンク型 （以下、 ）と
施設自体が主たるデスティネーションとなるクローズ型 （以下、 ）の基本コ










が 温泉 であり、 癒し や 湯治 を提供していた。これら温泉施設にカジノを併








































































の規制を設定したのである。規制は 刑法 条の例外措置として、海水浴リゾート ）、
温泉リゾート、保養リゾートにおける会員制クラブやカジノに対しては、はっきりと区
別され、いくつかのギャンブルは行われる特別な場所を公衆に対して開設する季節営業
許可が与えられる（ 、フィリップ・ランジュニュー ヴィヤール） となり、カジ
ノは管理され、売上の一部は国とコミューヌ（地方自治体）の財源に充てられた。
































































ては世界トップクラスのラスベガスにおける においても 自然 の複製は極めて難
しく、コストがかかる。


































































さて、リゾートにおける の重要なコンセプトとは 癒し であり、万人が求める
サービスであるといえる。この 癒し を中心に と のビジネスモデルを再考























































写真 バーデンバーデンの街並み 写真 カジノ












写真 カジノ・サンレモ 写真 街並み














写真 街並み 写真 街並み





































































ブランドで考えてみると解り易いが、例えば ルイヴィトン は 地方エリア 、 モ


































例えばフランスにおけるリゾート整備の手法と哲学は、 地域の活性化 と 国民の
ヴァカンスに対する需要 を行うためであるが、自然を保護しながら且つ、自然を上手













































るウォンツは 休暇を取って旅行に行きたい となる。その他の例としては、 異国の
文化に触れたい や 非日常的な体験がしたい とのニーズに対して、 日本に旅行す










例えば、先の 日本に旅行する や アフリカに旅行する などはその人が持つ情報
を基に頭に浮かんだイメージにより選択がなされる場合が多い。
よって、ある人にとって 異国の文化に触れたい を満たす理想的なウォンツは 日








































































































山村順次（ ） 世界の温泉地 大明堂
アラン・ ・ウイリアムス ガレス・ショー 廣岡治哉監修（ ） 観光と経済開発 西ヨーロッパの
経験 株式会社成山堂書店
望月真一（ ） フランスのリゾートづくり 哲学と手法 鹿島出版会
フィリップ・ランジュニュー ヴィヤール著 成沢広幸訳（ ） フランスの温泉リゾート 株式会社
白水社
大橋照枝（ ） リゾート立国 出版株式会社
